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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 86,063 △4.9 2,882 △4.2 3,102 △3.6 2,045 △27.3
2025年３月期第３四半期 90,541 8.7 3,009 30.9 3,217 29.1 2,813 80.9

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 2,554百万円( 11.3％) 2025年３月期第３四半期 2,294百万円( 20.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 44.33 －
2025年３月期第３四半期 60.83 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 88,839 53,097 58.0
2025年３月期 90,721 56,931 61.1

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 51,531百万円 2025年３月期 55,411百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 90.00 90.00
2026年３月期 － 45.00 －
2026年３月期(予想) 45.00 90.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,000 0.3 6,500 29.6 6,600 26.8 4,100 △0.7 88.72

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 50,394,730株 2025年３月期 50,394,730株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 4,183,442株 2025年３月期 4,116,599株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 46,144,600株 2025年３月期３Ｑ 46,247,369株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではございません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業の設備投資や個人消費に緩やかな持ち直しの動きが見

られたものの、中東情勢、東アジア情勢および米州地域における国際情勢を背景とした地政学的リスクの継続によ

り、先行きについては依然として不透明な状況が続いております。

このような環境下、政府によるインフラ投資や防災・減災対策は引き続き堅調に推移しており、加えてグリー

ン・トランスフォーメーション（GX）やデジタル・トランスフォーメーション（DX）関連施策の継続もあり、建設

投資全体としては底堅く推移いたしました。

一方で、原材料価格や人件費の高止まりにより、コスト負担の増加傾向が継続しており、コスト管理の徹底や施

工体制の効率化を通じた収益性の確保が、引き続き重要な経営課題となっております。

こうした事業環境のもと、当社グループは中期経営計画に基づき、既存事業の収益力の維持・強化および事業基

盤の安定化に注力するとともに、人材育成への取り組みを継続し、持続的な成長と企業価値の向上を目指してまい

りました。

このような状況下におきまして、当社グループの当第３四半期連結累計期間における受注高は99,737百万円（前年

同四半期連結累計期間比11.1％増加）となり、売上高は86,063百万円（前年同四半期連結累計期間比4.9％減少）と

なりました。

損益につきましては、営業利益は2,882百万円（前年同四半期連結累計期間比4.2％減少）、経常利益は3,102百万

円（前年同四半期連結累計期間比3.6％減少）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,045百万

円（前年同四半期連結累計期間比27.3％減少）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①建設事業

当第３四半期連結累計期間における受注高は64,603百万円（前年同四半期連結累計期間比23.1％増加）となりま

した。完成工事高は50,930百万円（前年同四半期連結累計期間比4.4％減少）となり、セグメント利益は1,769百万

円（前年同四半期連結累計期間比1.1％減少）となりました。

②建設材料等の製造販売・環境事業等

当第３四半期連結累計期間における売上高は35,133百万円（前年同四半期連結累計期間比5.7％減少）、セグメ

ント利益は2,839百万円（前年同四半期連結累計期間比0.3％増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、88,839百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,882百万

円の減少となりました。主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等が8,154百万円減少し、電子記録債権が1,135百

万円、未成工事支出金が2,914百万円増加したこと等によります。

負債合計は、35,742百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,951百万円の増加となりました。主な要因は、

短期借入金が1,513百万円、未成工事受入金が1,626百万円増加し、未払法人税等が904百万円減少したこと等により

ます。

純資産合計は、53,097百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,833百万円の減少となりました。主な要因

は、親会社株主に帰属する四半期純利益2,045百万円の計上、株主配当金6,244百万円の支払いにより利益剰余金が

4,199百万円減少したこと等によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、建設事業における受注残高の増加もあり、建設事業、建設材料等の製造販

売・環境事業等ともに順調な進捗を見込んでおりますが、アスファルト等の原材料価格の動向が不透明であるため、現

時点におきましては、2025年５月９日に発表いたしました業績予想の内容に変更はございません。今後の業績推移に応

じて修正が必要になった場合は適切に開示してまいります。



東亜道路工業株式会社(1882) 2026年３月期 第３四半期決算短信

3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,308 12,553

受取手形・完成工事未収入金等 37,232 29,078

電子記録債権 2,575 3,711

未成工事支出金 1,263 4,177

商品及び製品 974 816

仕掛品 619 584

材料貯蔵品 1,696 1,789

その他 3,420 4,740

貸倒引当金 △89 △83

流動資産合計 60,001 57,368

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,283 14,541

機械装置及び運搬具 30,059 30,419

土地 13,793 13,839

リース資産 1,477 1,717

建設仮勘定 58 394

その他 2,769 2,884

減価償却累計額 △38,734 △40,069

有形固定資産合計 23,707 23,726

無形固定資産 321 287

投資その他の資産

投資有価証券 4,087 4,708

長期貸付金 330 314

退職給付に係る資産 1,685 1,692

繰延税金資産 367 529

その他 300 291

貸倒引当金 △80 △78

投資その他の資産合計 6,691 7,457

固定資産合計 30,720 31,471

資産合計 90,721 88,839
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 13,988 13,563

電子記録債務 3,687 3,864

短期借入金 5,450 6,963

未払法人税等 1,506 601

未成工事受入金 969 2,595

完成工事補償引当金 28 27

工事損失引当金 114 97

その他 4,657 4,327

流動負債合計 30,401 32,041

固定負債

長期借入金 450 295

繰延税金負債 713 1,107

再評価に係る繰延税金負債 1,059 1,059

退職給付に係る負債 459 470

資産除去債務 55 55

その他 649 711

固定負債合計 3,389 3,701

負債合計 33,790 35,742

純資産の部

株主資本

資本金 7,584 7,584

資本剰余金 6,419 6,653

利益剰余金 40,991 36,791

自己株式 △2,584 △2,906

株主資本合計 52,410 48,122

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,792 2,237

土地再評価差額金 589 589

退職給付に係る調整累計額 619 582

その他の包括利益累計額合計 3,001 3,409

非支配株主持分 1,519 1,565

純資産合計 56,931 53,097

負債純資産合計 90,721 88,839
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 90,541 86,063

売上原価 81,318 76,784

売上総利益 9,222 9,278

販売費及び一般管理費 6,213 6,396

営業利益 3,009 2,882

営業外収益

受取利息 4 12

受取配当金 200 145

受取保険金 10 43

その他 50 75

営業外収益合計 265 278

営業外費用

支払利息 19 34

金融手数料 1 5

訴訟関連費用 14 2

貸倒引当金繰入額 4 －

支払手数料 1 2

その他 14 13

営業外費用合計 57 57

経常利益 3,217 3,102

特別利益

固定資産売却益 505 40

投資有価証券売却益 607 120

特別利益合計 1,112 160

特別損失

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 60 15

その他 － 0

特別損失合計 61 16

税金等調整前四半期純利益 4,268 3,247

法人税等 1,364 1,100

四半期純利益 2,904 2,146

非支配株主に帰属する四半期純利益 91 101

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,813 2,045
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 2,904 2,146

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △555 445

退職給付に係る調整額 △53 △37

その他の包括利益合計 △609 407

四半期包括利益 2,294 2,554

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,203 2,453

非支配株主に係る四半期包括利益 91 101
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年５月28日開催の取締役会決議に基づき、2025年５月29日付けで350,000株の自己株式の取得を行

いました。また、2025年７月７日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として57,742株の自己株式

の処分、従業員持株会向け譲渡制限付株式インセンティブとして226,600株の自己株式の処分を行いました。この

結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が233百万円増加し、自己株式が322百万円増加いたしまし

た。さらに、2025年11月７日開催の取締役会に基づき、中間配当を実施したことにより利益剰余金が2,079百万円

減少いたしました。

なお、当第３四半期連結累計期間末において、資本剰余金6,653百万円、利益剰余金36,791百万円、自己株式

2,906百万円となっております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 53,286 37,254 90,541

セグメント間の内部売上高
又は振替高

8 686 694

計 53,295 37,941 91,236

セグメント利益 1,789 2,831 4,621

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,621

セグメント間取引消去 24

全社費用(注) △1,636

四半期連結損益計算書の営業利益 3,009

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 50,930 35,133 86,063

セグメント間の内部売上高
又は振替高

10 679 689

計 50,940 35,812 86,752

セグメント利益 1,769 2,839 4,609

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,609

セグメント間取引消去 24

全社費用(注) △1,751

四半期連結損益計算書の営業利益 2,882

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 1,640百万円 1,657百万円
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３．その他

生産、受注及び販売の状況

事業別受注・売上・次期繰越高

区 分

前第３四半期連結累計期間
自 2024年４月１日
至 2024年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自 2025年４月１日
至 2025年12月31日

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

前
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 21,667 61.9 19,720 70.3

土木工事 13,322 38.1 8,337 29.7

計 34,990 100.0 28,057 100.0

製造販売・環境事業等 － － － －

合 計 34,990 100.0 28,057 100.0

受
注
高

建設事業

舗装工事 44,134 49.2 50,504 50.7

土木工事 8,362 9.3 14,099 14.1

計 52,497 58.5 64,603 64.8

製造販売・環境事業等 37,254 41.5 35,133 35.2

合 計 89,751 100.0 99,737 100.0

売
上
高

建設事業

舗装工事 41,162 45.5 40,932 47.6

土木工事 12,124 13.4 9,997 11.6

計 53,286 58.9 50,930 59.2

製造販売・環境事業等 37,254 41.1 35,133 40.8

合 計 90,541 100.0 86,063 100.0

次
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 24,640 72.0 29,292 70.2

土木工事 9,560 28.0 12,439 29.8

計 34,200 100.0 41,731 100.0

製造販売・環境事業等 － － － －

合 計 34,200 100.0 41,731 100.0


